
この日は１５０周年の
中でも特に大切な節目の
日 、田原小学校の創立
記念日でし た 。 それに合
わせて児童会では楽しい
企画を用意し、１５０歳
になった田原小学校をみ
んなでお祝いしました。

冒頭の挨拶で、岡村実
行委員長は「長い歴史が
あり、たくさんの緑に囲まれ
た田原小学校に愛着と誇
りを持って欲しいです」と話
されました。また 、上井校
長先生は 「記録に残って
いる田原小の卒業生は４
９５６人。皆さんもそのあ
とに続きます 。大人になっ
ても今日のことを忘れずに
いて ください」と話され、児
童会代表の子どもたちから
は 「記念の年に田原小で
勉強したり、友達と遊ぶこ
とができて嬉しいです 。 こ
れから先、田原小が２０
０年・３００年と続けば
いいなと願います 」と挨拶
がありました。

挨拶のあとは記念品の
紹介があり、子どもた ちと
一緒にパーゴラのテープカッ
トを行いました。

この企画は、大人でもあ
まり体験する機会がないテー
プカットを子どもたちに体験
して欲しいとの思いから実
現したものです。白い手袋
をつけ金色のはさみを持ち、
紅白テープが切れた瞬間
に嬉しそうに笑った子ども
たちの顔が印象的でした。

続いて『１５０周年記
念のロゴ発表』です。これ
は事業部で考えた４つの
ロゴ案の中から子どもたち
にＷＥＢアンケートを実施
し選んでもらったもので、集
計を児童会にお任せして
いた実行委員はこの時ま
でどのロゴに決まったのか
知りませんでした。（聞くと
ころによると校長先生も結
果を知らなかったそうです）
そして、子どもたちが選ん

だロゴがこちらです。

子どもたちには馴染みの
ある校章デザインがうけた
ようです。このロゴはトート
バッグなどに印刷され記念
品として配られます。

そのあとは児童会が考え
た 『田原小クイズ』の時間
です。 「田原小の図書室
には約何冊本があるでしょ
う？」や「上井校長先生は
何代目の校長先生でしょ
う？」といった クイズが出さ
れ、みんな大盛り上がりで
答 え を考 え て い ま し た 。
（答えは、本は１万冊以
上、校長先生は３５代
目だそうです）

最後に校歌を歌って お
祝いする会は終わりました。
子どもたちの澄んだ歌声が
運動場に響きとても清々
しい気持ちにな りました 。
実行委員会のメンバーに
とっても良い思い出ができ
ました。

●３月２７日、正門横と
図書室裏の２箇所に桜の
植樹をし まし た 。１５０
周年に向け平成１３年
度から始まった 『桜の森プ
ロジェクト』完結です。
このプロジェクトは毎年６
年生が卒業記念として実
施していたのですが、年々
植樹場所の確保が難しく
なり平成２８年度を最後
に実施していませんでした。
プロジェクトのゴールだった
１５０周年の年に、開始
当初の思いを結ぶことがで
きほっとしています。

植えた桜は 『ジンダイアケ
ボノ 』という種類で、ソメイ
ヨシノより寿命が長いのだ
そうです。今は小さな苗木
ですが、田原小の子どもた
ちと一緒に成長し、いつか
子どもたちを見守る大きな
桜の木に育って欲しいです。

●同日、運動場にパーゴ
ラを設置しました。暑い時
期にはよしずをかけたりミス
トシャワーを付けることで、
子どもた ちの熱中症対策
にも一役買ってくれることと
思います。

●同日、１回目ののぼ り
交換をしました。

●４月４日、『百周年記
念』の石碑のとなりにあった
石に 『百五十周年記念』
の彫刻をしました。

この石は田原小が田原台
に移転してきた時に、前の
校舎があった場所から運
ばれて来た石ではないかと
のことです。

●４月２２日、第４回
実行委員会を開催し、式
典次第を決定しまし た 。
記念誌は９月末完成を
目標に編集作業を進めま
す。

●５月９日、航空写真
撮影がありまし た 。 また 、
航空写真のほかに子ども
たち全員の集合写真とクラ
ス写真の撮影もありました。
写真の出来上がりが楽し
みです。
写真は後日販売しますの
でぜひご購入ください。
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田原小学校が１５０歳になりました
青空に恵まれた令和５年５月１０日水曜日、初夏の

爽やかな風が吹きわたる田原小運動場で、児童会主催

の『田原小学校１５０周年をお祝いする会』が開催さ

れ、私たち実行委員も参加させていただきました。

実行委員会だより第
３号をお読みいただ
きありがとうござい
ます。❀私が小学生

だったのは今から数十年も
前のことですが、ふとした
瞬間にその頃の記憶が蘇る
ことがあります。ぼんやり
とした記憶でしかありませ
んがとても温かい気持ちに
なります。❀子どもたちに
もいつか１５０周年のこと
を断片的にしか思い出せな
くなる日が来るのかもしれ
ませんが、体験したことを
すっかり忘れてしまうこと
はありません。❀私たち実
行委員会の活動が、大人に
なった子どもたちの心を温
める記憶として残ることを
祈りながら、残り半年間、
しっかりと任務を果たして
いきたいと思います。【ka】
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